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論 文 内 容 の 要 旨
問題設定一 場所 とイメー ジの社会学
今 日、仙台 は 「杜 の都」 と呼 ばれ、広 く認知 されて いる。仙台市 も昭和48年(1973)に「杜 の都 の環
境 をつ くる条例 」を制定 して以来、 まちづ くりの公式的 なシ ンボル として この名 を掲 げてい る。近年で
は観光宣伝、広告、テ レビ、新 聞、イ ンターネ ッ ト、等々で、仙 台 に関連 す るさまざまな局面 において、
この名 を目に(耳 に)す ることがで きる。 「杜の都 」の名 は、定禅寺通 りと青葉通 りのケヤキ並木が織 り
なす 中心市街 の都市景観や青葉山一帯 の 自然林、広瀬川の風景、 さらには都市 の外周 に展 開す る緑地帯
な ど、都市 と自然 の調和 を志向す る視覚 的イメージを巻 き込みなが ら、仙台 という場所 と強 く結 びつ け
られてい る。それは、仙 台の場所 イメージの構成上 きわめて重要 な要素 となってお り、いわば象徴的 な
重心の一角を担 ってい るといえよう。
もとも とこの名称 は、明治末期 に観光案内書の記述 として登場 した。以後今 日まで、「杜 の都」の名 は、
仙台 とい う特定 の場所 とほぼ百年 にわたって関連づ けられて きた ことになる。 しか し一方で、仙台 は、
戦災 と復興事業、 さらには高度成長期 の都市再開発な ど、都市空 間の大 きな変容 を経験 して いる。戦前
と戦後 で、「杜の都 」と仙台の結 びっ きには大 きな相異が み られ るのであ る。 では、こうした場所 と名称
との結びつ きはいかな るものなのか、 またそこにはいかな る経験 の地層が交差 してい るのだ ろ うか。本
論の探 求は、 こうした問 いか ら出発 して いる。
本論は、「杜の都 」と仙 台 との結 びつ きを考察 の対象 とするが、それ をいかな る対象 として設定す るか
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とい う問題が重要 とな るだ ろ う。 これ まで 「杜 の都」 をめ ぐっては、藩政時代 の樹 々の生 い茂 る町 の風
景 に遡及 す る由来 の語 りが あるほか、緑化政 策や まちづ くりの問題 のなか に位置 づ けて捉 え る立場 な
ど、しぼ しば物理的な環境 との関連か ら語 られ ることが多 かった。 しか し、「杜 の都」の呼称 が登場 した
契機 に注 目 してみ ると、 そこには明治以降の近代的な経験 が深 く関与 しているし、 また、緑化 との関連
は戦後 になってか ら比較的新 しく構築 された もので ある。そ こで本論で は、「杜 の都」を従来 とは異 なる
視点か ら対象化 しようと思 う。す なわち、場所 に関す る言説 としての 「杜の都 」 とい うものである。 こ
の 「杜 の都」とい う名称が登場 して現在 にいた るまで、ほぼ百年 の時間が経過 してい る。言 い換 えれ ば、
この ことは、「杜 の都」が、仙 台の都市風景 との対応 のみな らず、仙 台を この名で呼び習わす言説の営み
に も成立の場 を もっていた とい うこ とを示 して いる。実際、今 日の仙 台では、「杜 の都」とい う呼称が さ
まざまな局面 で使用 されて お り、 この名 を用 い る人々の さまざ まな意識が、言説 を介 して交差 してい る
ので ある。
ここで問題 とな るのが、 そう した言説 が関説対象 としてい るのは、仙台 とい う場所 のイメージ(あ る
いは表象)で あ るとい う点で ある。 この場合、場所イメージ とは単なる地理的反 映ではない。 それ は、
仙台 を 「杜 の都」 と呼 び習わ して きた こと、 その百年 にわた る営 みのなかで運用 され、変容 を遂 げて き
た ものであ る。本論 は、 こう した局面 に照準 しなが ら場所 イメージを考察 してい く。
ところで、 こうした場所 とイメージ とい うテーマ は、現在 の社会学 において も焦眉 のテー マで ある と
思われ る。場所 につ いて は、すで に1970年代 ごろか ら現象学 的な傾 向をもった都市社会学や人文地理学
の分野で問題 とされ てきた。 そこでは 「生 き られた世界 」の一つ の現象 として場所が定義 され、 この よ
うな場所 は、 意味に満 たされた人 間的世界 として理解 されていた。 しか し、一方 で、 そ こで は意味論的
に安定 した空 間 と身体 に基 づ く場所像が一面的 に描かれ る傾 向が あった。現在 は、 そ うした場所概念が
成立 しに くい状況 のなかで、場所 の問題 が新た に提起 されてい るので ある。すなわち、 グローバル化/
ローカル化 と呼 ばれ る事態がそれ であ る。例 えば、都市社会学者 のデ ヴィッ ド ・ハー ヴェイ は、地球規
模での資本 の展開 とモ ノ ・人 ・情報 の移動 によ り、 「空間的障壁が重要でな くな るにつれ、空聞内 におけ
る場所 の ヴァリエーシ ョンにたい して資本 はよ り敏感 にな るとともに、資本 を引 きつ けるよ うに場所 の
差異をつ くりだそ うとい う誘 因が高 まる」 とい うパ ラ ドクスを指摘 してい る。 こうした状況下での 「場
所」 とは、ジ ョン ・アー リが定義 してい るよ うに、内部 に閉 じた構造で はな く、 「多重 チャ ンネ ル とし
て、つ ま り関連 のあるネ ッ トワー クとフローが集 ま り、合体 し、連接 し、分解 する空間 の集 ま り」 とし
て理解 され る。 「場所 は、一方の、非常 に厚みの ある共在 的な相互作用を特徴 とする近接性 と、他 方の、
とめ どな くフローす る、実体 的、 ヴ ァーチ ャル的、 イメージ的 に距離 を隔てて広が るウ ェブ とネ ッ ト
ワー クとの間 の、 ある特定 の連鎖」 として捉 えられ るので ある。
一方のイメージにっいて も、現代社会 は、メデ ィア技術や情報通信 の発達 に ともない、かつてないほ
どにイメージの領域 を社会 的な現実構成や システム統合 の契機 として利用 してい る。比較的 に小 規模 な
生活世界 の リア リテ ィか ら全体社会 の統合的な認識 にいたるまで、 さまざまな局面 においてイメージの
領域 が重要性 を増 して きてい るのである。 もっ とも、現代社会 とイメージ とい うテー マについては以前
か ら数 多 くの論者が言及 して きた。 その多 くは、社会 における実体 とイメージの二分法 に立 ち、 両者 の
混乱 や戯れ につ いて論 じるもの、さらには、イ メージの支配や優越 を訴 え るといった批判的言説 であ り、
それ は、例 えば、 「幻 影の時代」や 「疑似 イベ ン ト」、 「スペ クタクル の社会」、 「シ ミュ レーシ ョン」や
「ハイパ ー リアル」、 「シ ミュラークル」 といった言葉 とともに語 られて きた。 そ こで は、イメージが、
現実 に対 す る虚構 の側 に位置づ けられ、否定的 な意 味合 い を与 え られ る傾 向が強か った ように思 われ
る。確 かに、 シ ミュラー クルや疑似 イベ ン トと呼び うる現象 は確 認 され る。 だが、 こうした数々の批判
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的な言説 は、 む しろイメージ と社会 との密接 な関係 を示唆 す るもの と言 えるだ ろう。 ま して今 日では、
電子 メディアの発達 によ り、イメージの流れ はよ りいっそ う私た ちの 日常生活に深 く浸透 し、私たちの
身体感覚や思考様式 を覆ってい る。 こうした状況下 では、 イメー ジに対す る如上 の批判的言説 は恣意的
な ものにな らざるを得 ない。 イメージへの問いを立 て直 し、 それ固有の資格 においてイ メージの領域 を
構想 してみる必要が あるのである。
方法的視座一 社会的な場 と場所の系
以上 のよ うな問題 意識 か ら、本研 究 は、 「杜の都」の場所 イメー ジにっ いて、明治期末か ら現在 にいた
る変遷 を辿 りつつ、 そこに どのよ うな変容が あった のか を社会学的 に明 らかにす ることを目的 としてい
る。 ここで本研 究を遂行 す るうえでの方法論 的視座 につ いて述べてお きたい。本論で は、場所 のイメー
ジを取 り扱 うが、アンケー ト調査 を行 うわ けで はない。 「杜 の都」にっいての言説 を扱 いなが ら、その場
所 イメージを社会 的な場 に照準 しなが ら記述 してい くとい う立場 を とる。 ここで社会的な場 とは、内田
隆三が述べてい るように、「人 び とが 自分 を取 り巻 く環境世界 のあ りよ うを知覚 し、理解 し、了解 す ると
きに用 いてい る文化的な資源 ない し技術論 か ら構成 され る もの」で あ り、「環境世界へのかかわ りにおい
て人び とが用 いてい る知覚 の形態、まなざ しの構 造、思考 の様式」であ る。 「場」 といって も即座 に空間
的な ものを指すわ けではな く、 む しろ空聞を思考 した り、想像 した り、現実化 した りす る際に依 って立
つ次元 を 「場」 として考 えてみる とい うことであ る。例 えば、「杜 の都」において は、風景が重要 な要素
となってい るが、過 去の風景 にっいて取 り上 げる場合、必ず しも特定 の誰かが実際 に見 た風景 の記憶 を
扱 うというだ けではな く、 そ うした風 景を見 ることを可能 に してい るまなざ しの記憶 を問題 とす るとい
うことで ある。それは、 あ る時代 状況下で開かれた知覚の形 態や まなざ しの構造の記憶で あ り、 その変
容 を百年 とい う厚 みにおいて捉 え、現在 において考 えてみ る とい うことで ある。
また、本研究 は、「杜 の都」 とい う記号表現 を扱 うこ とにな るが、それ は、都市の記号論 的分析 のよ う
に、記号 的平面 に仙 台 とい う場 所を投影 し、 その構 成要 素の相 関関係 を明 らか にす ることを意図す るも
ので はない。 この記号 は百年 にわた り仙 台 とい う場所 と相関 して きた言葉で あ り、 そこには仙台 という
場所のイメージが関連 してきた。その百年 の時間の なかで、「杜の都」のイメージをめ ぐっていか なる社
会的な場 が交差 し、 また変容 を遂 げて きたのか を明 らかに したいので ある。
この点は、人 び との営 みや出来事 とともに、 ある特定の場所 に時間 を経て縦糸の ように連 なってい る
系 とで も呼び うるものを浮かび上が らせ る試 み と言い換 えて もいいだ ろ う。場所 とは、 そ うした系が何
本 も集 まってで きた束の よ うな もの として捉 え られ る。 その場合、 われわれが場所 を体験す る というこ
とは、 それぞれの(あ るいは複 数の)系 に触れ なが ら、出来事 を生 み出 して い くことだ と言 えよ う。 こ
の出来事 と系が、 ある場所イメージを係留 し、かつ継承 す る場 をな して いる。そ うした係留場 としての
系 は、人聞の営 みによって支え られてお り、 そ うした営みが反復 されて いる とき、 その系 は同じ相貌 を
もって再生産 され てい く。 そこに何 らかの変異が もた らされた とき、系 に非連続 が生 じ、場所の様 態 も
変わってい く。偏見やステ レオ タイプな ども含めて場所 の共通 イメー ジが不 変な もので はな く、移 り変
わ ってい くのは、 そ うした系に非連続が生 じ、 そのイメージを支 える場 に変容を来 た したか らだ と考 え
られ る。
本 論で は、 こうした場所 のヴ ィジ ョンを 「杜 の都」 の場所 イ メージの記述 に適用 して いる。 と くに
「杜 の都」 のイメージに相関す る基本 的な要素 と考え られ るものを過去 に湖 りなが ら原型 を見定め、そ
れ らが変化 した り、喪失 した り、あ るいは新たな要素 に取 って代わ られた りす るさまを観察す るこ とか
ら、場所 イメージ とその変容 が系 として記述 され る。
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本論 の全体的な構成 と内容
このよ うな観点 に立ち、「杜 の都」の場所 イメージの変遷 を眺めてみ ると、そ こには大 き く四つの時期
区分 を設 けるこ とがで きると思 われ る。以下、この時期 区分 に基づ きなが ら、「杜の都 」の変容の大 まか
な流 れを示 しつつ、本論 の全体的 な構成 と内容 について要約す る。
まず第一期 は、「森 の都」の名が登場 した明治末か ら昭和戦 前(戦 災 を受 ける昭和20年)までの期 間で
あ り、初期段 階が形成 された時期 にあた る。 ここで は、鉄道の敷設 と観光旅行の発達 に よ り、「森/杜 の
都」の呼称が生 まれ る状況 が用意 され る。仙台 に観光 のまなざ しが注がれ るようになるなか、観光案 内
書の記述が積 み重ね られてい く。案 内書 の言説群が一定 の厚 みに達 した とき、「森 の都」の名が登場 する
ことになる。第一章 では、 この案 内書の記述 を起点 に しなが ら 「杜の都」 の名が流布 し、他 の郷土誌の
記述 な どにも伝播 した こと、 また、 この呼称 が定着 をみるこ とで、初期 の 「杜 の都」のイメージが構成
されていった こ とについて言及す る。なかで も、ここで は、「杜の都」の原型が、観光案内の記述、青葉
城堆や 向山か らの国見山型景観/視 線の構造 、藩政 時代か らの屋敷林 ・寺社林 の樹木群、都会 と田舎の
対比 とい う言説的な布置 よって、複合的 に構成 されている点が明 らか され る。
だが、この時期 、「杜 の都」の名 は必ず しも仙台 に固有の もので はなか った。 当時、この名で呼ばれた
都市 は複数見 られた ようであ る。第二章で は、 とくに この名称 との結びっ きが強 い と思われ る金沢、熊
本 のケースに立 ち寄 ることにする。 ここで は、仙 台を含 めた三つの都市が、 同 じ名で呼 ばれ ることを可
能 に してい る社会 的な場 の広が りが問題 にされ る。 これ ら三都市 は、鉄道網で結 ばれなが ら、旧制高校
や師団が置かれ、国家 的な制度 を共通の場 としなが ら並列 していた。 また、金沢 と熊本 の事例か ら、観
光 のまなざ しが、場所 の記述 を媒介 に土地 の起伏や景物、歴史、風土を織 り込 みなが ら、地 方や郷土の
形象 を視覚的消費の場へ 向けてかた ちつ くってい るあ り方が明 らか にされ る。
また、昭和初 に入 ると、 「杜の都」の名 は、郷土 をモチー フに した歌 曲のなか に登場す るようになる。
と くに仙台で は、昭和初期 の新民謡 ブーム を背景 に、昭和lI年(1936)、「ミス仙毫」 とい うレコー ドが
流行す るが、第三章 では、 この曲 の流行 をめ ぐって、 とくにそれ を貫 いている音の感性のあ りように照
準 しなが ら分析 を試 みてい る。 ここで注 目され るのは、 当初 は案 内書 や郷土誌 の記述上 に登場 していた
「杜の都」の名が、歌声 とい う聴覚的な経験 にその成立の場 を拡大 しなが ら、場所 の記憶 に新 たな地層
を加 えた とい うこと、 さ らに、場所が観光の まなざ しとともに疑似 イペ ン トの次元で消費 され る状況 を
迎 えて いた とい うことである。
第二期 は、戦 災 とその後 の復興事業か ら高 度成長期 にか けての期間で、 「杜 の都」の転換期 にあたる。
ここで は、それ まで の 「杜 の都」の景観 を構成 して いた屋 敷林 ・寺社林 が焼 失す る。名 だけが残 った
「杜 の都」 は、復興 事業関係者の 内部で復興 のスローガ ン として掲 げられ ることによって、緑地政策 と
結 びつ け られてい くのであ る。第四章で は、 こうした復興事業の過程 で、屋敷林 ・寺社林 の焼失 がく緑〉
の喪失へ と象徴 的に転換 されてい く点に注 目し、街路樹や緑化 に伴 うく緑〉のイ メージが 「杜 の都」 の新
たな構 成要素 となってい くあ り方が明 らかに される。 また、 ここでは、 そ うしたく緑〉のイメージに依拠
す るかた ちで、「杜の都」の名が島野革新市政 におけるまちづ くりのシ ンボル として前面に掲 げ られ る点
につ いて も言及 す る。
ここにみ られ るイメージ上の本質的な変容 としては、普遍視線 と地べ たか ら仰高す る逆世界視線 との
交 わる場所 としてのく原 っぱ〉か ら、普遍視線 と世界視線 との交わ る場所 として のく広場〉への転換 として
理解す るこ とがで きる。 こうした戦災復興 以後 の緑化 の取 り組み は、国土緑化運動の流れ と並行 してい
るが、仙 台 とい う場所の コンテ クス トにおいて は、「杜の都 」をめ ぐる場所 イメージの構成 に生 じた空隙
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を近代的 な都市計 画 の理念 で埋 め よ うとす るもので あった とい え よう。それ と同時 に、戦災 の経験 に
よって、「杜 の都」の記号表現 は一 木が多い都市 とい う一 その意味的な対応か ら離れ、復興や健康都
市な ど、仙 台市の まちづ くりの理念 によって新 たな意味が与 え られ るようにな る。言 い換 えれ ば、戦 災
を機 に、「杜 の都」は実現 すべ き仙台の都市 イメージ として再解釈 され、志向的対象 として捉 え返 され る
ようになるので ある。 とくに昭和48年の 「杜 の都 の環境 をつ くる条例 」制 定は、 その点 を明確化 す ると
ともに、 「杜の都」の名 を仙 台市の公式名 称 として制度化す るこ とになった。
この条例 の制定以後 、 「杜 の都」の場所 イメージは第三期 に入 る。第三期 は、条例 に加 えて、 「青葉城
恋唄」 の流行(昭 和53年)か ら昭和 の終わ り頃 までの期間で ある。 ここでは、名称が公式化 されただ け
ではな く、戦災復興事業で整備 された定禅寺通 りや青葉通 りの街路樹の〈緑〉の風景が、新 たな 「杜 の都」
の象徴 として定着 してい る。 また、 この呼称 には、健康都市や環境 な ど、 さ まざまな意味が詰 め込 まれ
てい き、新 しい 「杜の都 」の像が描かれてい く時期 で もある。 とくに 「青 葉城恋 唄」の流行 は、戦後 の
「杜 の都」 を印象づ けるとともに、 レコー ドや ラジオ、 テレビの普及 のなかで この呼称が仙 台 とい う場
所 と結 びっ けられ るようになった とい う点で重要 な契機 となった。
第四期 は、だいたい平成 に入 ってか ら現在 まで の期間で ある。 ここでは、戦後の 「杜 の都」 に さらに
変容 の局面が生 じつつあ り、戦後の 「杜 の都」 を象徴 しつつ もそこに変化 の兆 しを示す出来事 に焦点が
当て られて いる。第五章 では、第三期 と第 四期 に またが る事象 を取 り上げ(こ れ は第三期か ら第 四期へ
は連続的 に移行 してい くためで ある)、現代 にお ける 「杜 の都」の場所 イメージの諸相 について言及 して
いる。
まず、 「青葉城恋 唄」 を取 り上 げた第一節 では、第三章 でみた 「ミス仙毫」 との比較 をお こなって い
る。戦災の経験 を前後 に挟 んで流 行 した二つ の歌 において、「杜の都」のイメージ をめ ぐっていか なる相
異 が見 られ るのかが明 らか にされ る。 と くに注 目され るの は、 「ミス仙毫」 に比 べ、 「青葉 城恋唄」 は
「杜 の都」のイメージが拡張 してい る点であ る。かって は場所 の一部 木が多い都市 一 を表象す る
一片 の記号表現であった 「杜の都 」が、「青 葉城恋 唄」で は仙 台 を代理/表 象 するもの として位置づ け ら
れ るよ うになってい るので ある。
平成元年 に起 こった青葉通 りの地 下駐輪場設置 に伴 うケヤキ撤去 問題 を取 り上 げた第二節で は、戦後
の 「杜 の都」の象徴 であ るケヤ キ街 路樹 をめ ぐって変化の兆 しが生 じつっ あるこ とが問題 とされている。
ケヤ キ撤 去 をめ ぐる市側 と反対市民側 との論争で は、戦災以後定着 してきた 「杜 の都」 の街路樹の景観
が、習俗の位相 を灰 めか しなが らも、概ね〈緑〉/〈広場〉としてのイメージを共通の場 に して論議 されて
いた。 ここには樹木 とく緑〉イ メージの関係が、後者の優 位 として進 んで い く傾向が観 て取れ る。
第三節で取 り上 げた観 光シテ ィバ ス 「る一ぶ る仙 台」 は、 「杜 の都」 の場所 イメージの第 四期 におい
て、新た にみ られ る事象 として注 目した もので ある。 ここでは視線 の構造が都市内部 を移動 し、 そのイ
メージは車 窓の風景 として体験 され る。 またその主体 は、市民 とい うよ りもツー リス トで あ り、 「杜 の
都」 を貫 く観光 の まなざ しは、その視覚的消費の度合 いを増 している。
このように、現在 の 「杜の都」の場所 イメージは、かつての初期段階か ら大 き く変容 して きた。 とく
に屋敷林 ・寺社林 の景観 は、街路樹や緑地へ と転換 し、それに ともな う〈緑〉のイメージが、場所 と 「杜
の都」の名を媒介 して いる。 こうした一連の考察を踏 まえ、終章で は、「杜 の都」のイメージの変容 につ
いて総括す る。 と くに、都 市空間の変容、まなざ しの変遷、公 式名称化 の影響 に関わ らせ なが ら、「杜の
都」のイメージをめ ぐる現在 とその展望 について論 じる。
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総括一 「杜 の都」 の変容 と現在
終章 では、これ まで の考察 を総括 し、「杜 の都」の場所 イメージにお ける変容 につ いて三点 にわたって
述べ ている。
まず第一 に、「杜 の都」の風景 における視線のあ りようが大 き く変わ った ことが挙 げ られ る。初期段 階
の 「杜の都」の風景 は、国見山型景観 とその視線 に固定 されて眺 め られていた。 ところが、戦災を機 に、
視線 は動 きを見せ るようにな る。昭和40年以降の ビル開発 ・高層化 によって、市街 を覆 うような樹 々の
生 い茂 る風景 を得 ることは物理 的に不可能 になってい く。 と同時 に、 この頃 になる と、植樹 当初 は幼木
だったケヤ キが大 き く成長 し、壮麗 な景観 を呈す るようになってお り、「杜 の都」の風景 はこち らヘシフ
トしてい く。つ ま り、景観 の構造 は、国見山型の視線 か ら解放 されて多角化 し、定禅寺通 り ・青葉通 り
のケヤキ並木や広瀬川一帯 の緑地帯 な どを軸 に、街並 みの景観へ と転換 してい くので ある。 この戦 災復
興期か ら現在 までの 「杜 の都」 の風景で は、視線 はかっ てのように一 点に固定 されてお らず、ケヤキ並
木 を焦点 に しつっ も、複数 の視点か ら風景 を多面 的に切 り取 るこ とが可能 になって いる。 そこでは、風
景 の視線が、国見 の山か ら街 へ降 りて、「杜 の都」を都市 の内部空間か ら捉 え始 める。 この段 階における
「杜 の都」の風景 は、都市空間の内部 を錯綜す る複数 の まなざ しの集積 として捉 えるこ とがで きるだ ろう。
さ らに現在では、い くぶん特殊 な例で はあ るが、第五章で取 り上げた 「る一ぶ る仙台」 におけ る景観
演 出のよ うに、視線 の錯綜状態 を特定のかたちに再構成 し、 しか も移 動す る視線 として提示す るとい う
状況 が新 しく立ち現れてい る。 このよ うに、「杜 の都」の風景をめ ぐって、一 点の固定的視点か ら、多角
化 ・複数化 を経て、再編 お よび移動 の視線へ とい うまなざ しの変遷 と展開を見 て ことがで きよう。 また、
「る一ぶ る仙台」の ように、 これ には自動車空間 として の仙台の再構築 も関 わっていた。
第二 に、 「杜の都」の構成 の基盤 となっていた都市空間 の変容が挙 げ られ る。 「杜の都 」 は、 明治期 の
鉄道 の敷設 とそれ に伴 う旅行 の発達 を背景 に生 まれ、 またそ うした状況 を基盤 に しなが ら場所 イメージ
の初期段階 を構成 していた。 そ こでの都市空間の形成原理 と今 日の それ とを比べてみ る と、大 きな質 的
変容が生 じてい る。 とくに大 きい変化が鉄 道空間か ら自動車空間への転換で ある。戦後 も国土 開発 にお
いては鉄道が中軸 であったが、新幹線お よび高速 自動車道 の整備が一応 の完成 をみ る と、 自動車道路網
が経済効率 という点で鉄道 よりも優位 にな る。 この空間 の質的 な相異 について、藤森照信 は線 と面 との
対比か ら説 明 してい る。 「鉄道 とい うの はあ くまで点 と点 を結ぶ線で、 その線 をさ らに線 とっ ないで も
面 にはな りません。いわば鉄道 は骨格です。それに対 して道路 とい うのは血管的なのです。主要血管 と
しての幹線道路か ら小 さな血管で ある地方道が どん どん枝分かれ していって、毛細血管 の ように どんな
ところで もつ な ぐ。極端 にいえば、野 中の一軒家 までっ ないで しまうのです。ですか ら、道路 は面 を支
配 でき ます。支配す る力が末 の末 までず っ と染みてい くのです」。藤森 は、交通 ・輸送体系の変化 を、(1)
江戸時代の水上交通か ら、(2)明治?昭和中 ・後期の鉄 道 を中心 とした陸上交通 へ、 さ らに(3)昭和後 期 ・末
期 の自動車交通へ とい う時期 区分で示 してい る。 これ に従 うな ら、 「杜 の都」の場 所イメージの変遷 は、
都市 の交通空間の(2)から(3)への移行 に重なってい る。仙 台の都市空間の場合、 こうした 自動車空 間へ の
シ フ トを示 す象徴 的な出来事 として は、昭和51年(1976)の市電廃 止が挙 げ られ るだ ろう。
このよ うに、「杜の都」の場所 イメージの初期段階 は、鉄道お よび駅 を中心 とした都市 空間の編成 を深
く刻 印 して いた。一方、戦災復興以降の 「杜の都」が成立す る場 は、モータ リゼーシ ョンの進展 によっ
て もた らされた、 自動車 が構成 する面的な移動 の空間で ある。 この空 間を現在の 「る一ぶ る仙 台」が走
行 してい るので ある。
第三 に、「杜 の都」の名が仙 台市 の公式名称 となった ことの影響 も大 きい。仙台市 は明治22年(1889)の
市制施行以来たびたび合併 を繰 り返 してい る。だが、初期の段 階では、国見 山型の視線 が保 たれていた
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ため、「杜 の都」の景観 の範囲 は、青葉城塩や 向山か ら眺 め られ る市街地 を中心 とした一帯 に とどまって
いた。 また、戦後 、国見 山型景観か ら風景 の視線が多角化 して も、 この時点で はまだ、青 葉通 り ・定禅
寺通 りの街路樹 や広瀬川 の畔 な どが風景の中心 であ り、中心市街の景観 であ ることは担保 されていた。
ところが、「杜の都」の呼称 が、昭和48年(1973)の「杜 の都 の環境 をつ くる条例 」制定 を機 に公式名
称 となるこ とで、この名 は、市域全体 との対応関係 をもつ ようにな る。 とくに仙台市は平成元年(1989)
に政令指定都市 に昇格す るが、 その過程 で、仙 台市 は、1980年代後 半か ら周辺市町 を相次いで編 入 して
きた。現在の市域 は、 かっての国見山型景観 の範囲 を大 き くスケールアウ トして いる。今 日の公式名称
として の 「杜の都 」は、 この広漠 とした市域 の統合的 シンボル としての役割 を担 うよ うになってい るの
で ある。
これ に伴 い、「杜の都 」の名 は、風景/視 線 との結びつ きか ら分離 して運用 され るこ とにな る。 これを
改 めて視線 の問題 として捉 え返すな ら、普遍視線 を排除 し、世界視線 か らのみ眺 めた都市像 といえ る。
この場合、「杜の都」のイメージは、街路樹か らも離 れ、緑被率(市 域面積 に占める緑地面積 の割合)の
よ うに、抽象的な レベルで結像 す るほかない。仙台市が 「杜 の都」 の名 を掲 げ、 またそ こに緑化/〈緑〉
のイ メージを重ねてい くかぎ りは、「杜の都」の場所 イメージには、こうした抽象性がつ きまとうことに
なるだ ろう。
こうした帰結 として、「杜 の都」のイメージは、それ まで この名で呼 ばれ るこ との なかった地域 にまで
適用 され るようにな り、一方で は、 ケヤキ並木の景観や青葉山、広瀬川流域 の緑地帯 の風景 を残 しつつ
も、他方では、拡散 しなが ら像 を結 びづ ら くして いるように見 え る。初期段階 と対比 してみ ると、今 日
の 「杜の都」の風景 は、特定の視線 に よって全体的 に把握 で きるような対象で はな くなって きてい る。 そ
れ ゆえ、ステ レオタイプ としての景観 と、 それ以外の市域 内のあ らゆ る場所 との問で、あ る意味 での両
極化 が生 じてい る。 テレビ、観 光ガイ ド、イ ンターネ ッ トな どの、 メディア上では、そ うした両極化の
溝 を映像演 出の技巧 によって埋 めることがで きるだ ろう。 しか しこの ことは、仙台市の統合 的イメージ
としての 「杜 の都」が、 む しろ情報 メディアを本質的な成立 の場 にする という事態を示唆 して いる。 こ
ち らを基準 にす るな らば、地理的現実 もまた、身体 とメデ ィアに よって構成 され る抽象 の一つ として捉
え直す必要 が生 じて くるだ ろう。いずれ にせ よ、現在 の 「杜 の都」 の場所イ メージは、情報 メデ ィアに
依拠 す る比 重が きわめて高 くな ってい るので ある。観光ガイ ド、 タウン情報 誌、新 聞、広告、 テ レビ、
そ してイ ンターネ ッ ト等、至 るところで、仙台 に関連 す るものには 「杜の都」の名 が用 い られて いる。
それ とともに、 「杜の都」の映像 は、かつての観光案 内書で は写真 が限度 だったが、今 日のテ レビやイ ン
ターネ ッ トでは多様 な映像 とともに提示可能 になってい る。 「杜 の都」の初期的構成が、観光の まなざし
の発達に よって場所 を記号的 に開いてい く局面 において生 じたのに比べ る と、現在、「杜の都」をめ ぐる
状況 は、情報技術 の発達 とともに場所 を映像的 に開いてい く段 階を迎 えてい る。 それが 向か う先 は、 グ
ローバルな映像 のフローの空間であ り、 そこで はハー ヴェイが述べて いた ように、場所間 の差異 をめ ぐ
る競 争が展 開 して いる。 それを新 たな場 として、「杜の都」の場所 イメージが構成 され る とすれば、それ
はいかな るものなのか。今後 の展 開が注 目され る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、今 日いわゆ る 「杜 の都 ・仙台」 として呼称 されて いるもの を、場所 に関す る一つの言説 と







題意識 と方法的視座が、H・ルフェーヴルの 「空間の生産」論 とR・シールズの社会空間化論の解読を
介 して示される。そして筆者の主張する 「場所の社会学」の概念枠組みがシカゴ学派都市社会学やロラ
ン・バル トに響導されてきた都市記号論の概念枠組みを向こうにおいて提示 され、それに依拠 して、 「杜
の都」の場所イメージの変容が四つの時期区分によって明 らかにされることが言述される。本論文の基
幹をなす部分である。
鉄道の敷設 と観光旅行の発達によって、「森/杜 の都」の呼称が生まれて くる第一期の初発段階に照準
を据えた第1章 では、「杜の都」の原型が複合的な言説の布置構成 としてあることが明 らかにされる。す
なわち観光案内の記述、国見山型景観/視 線の構造、藩政時代からの屋敷林 ・寺社林等の風景、都会 と
田舎のディコトミー といったものの多重的な構成 としてあることが記述 されている。そして とりわけ観
光のまなざしの発達が仙台における 「杜の都」の登場、およびその場所イメージの初期段階においてき





る。つまり 「学都」 とか 「軍都」の成立平面に光があて られるのである。次に、そうした三都市の機能
的な条件の共通性を確認 した上で、観光のまなざしが場所の記述 を介 して土地の起伏、景物、歴史、風





〉の喪失へ と意味転化 されていくなかで、緑地政策の要である街路樹や緑化の進展 とともにく緑〉のイ
メージが増幅され、「杜の都」の新たな構成要素 となってい く状況が浮 き彫 りにされる。そして戦後の仙
台市政の一時期を画 した島野革新市政において、「杜の都」がまちづ くりのシンボルとして登場 して くる
成立の位相が明らかにされ る。 このようにして本章では、「杜の都」の記号表現/場所イメージが戦災→






まず第三期の特徴 として、第二期でのく緑〉のイメージが 「杜の都」の象徴 として定着するとともに、
さまざまな意味が込められていくなかで、新 しい 「杜の都」の像が描かれてい くことが指摘される。そ
してとりわけ 「青葉城恋唄」が 「杜の都」のイメージの拡大に貢献 し、仙台を代理/表象するもの となっ
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た こ とが 「ミス仙壷」 との比較 において明 らか にされてい る。次 に第四期 の特徴 として、平成元年 に生
起 した青葉通 り地下駐輪場設置 に伴 うケヤ キ撤 去問題 、そ して 「る一ぶ る仙台」の運行 を対象事例 に し
て、〈緑 〉のイメージが 「普遍視線 と世界視線 との交 わ る場所」 としての 〈広場 〉の内実 を獲得 しつっ
あ ること、 また 「杜の都」を通底す る観光の まな ざしがいっそ う視覚的消費の度合 いを増 して いるこ と
が述べ られて いる。
さて終章で は、以上の展 開を踏 まえて、「杜 の都」の場所 イメージの変容の鍵 をなす もの として、以下
の三点が指摘 されてい る。一っ は 「杜の都」の風景へ の視線が一点 に固定 された ものか ら、 ケヤ キ並木
を軸線 に据 えなが らも多面 的/多 相的 に とらえ る方 向に変 わって きてい る とい う点で あ る。つ ま り青葉
城 吐や 向山か らの視線/国 見 山型景観の構造が後景 に し りぞき、都市 の内部空間か ら複数 のまなざ しが
せ めぎあいなが ら 「杜 の都」 の風景 を とらえ返 す ような視座構造が前景 に立ちあ らわれ ている ことで あ
る。 また一つ は、「杜 の都」の場所イメージの変容 の基底 をなす もの として、都 市空間のダイナ ミックな
地殻変動 に目が 向けられてい る。 ここで はその変容 を象徴 的に示す もの として鉄道空間か ら自動車空間
への転換が とりあげられてい る。 そ してい ま一 っは、「杜 の都」の名称が風景/視 線 との直接的 な結びつ
きか ら離れ る一方で、抽象 的な市域の統合的なシ ンボル としての機 能 をい っそ うにな うようになってい
る点で ある。結局、本論文 においては、「杜 の都」の風景が もはや特定の視線 に よって全体的 に把握で き
るよ うなもので はな くなっているこ と、 しか しに もか かわ らず 「杜の都」のイメージが抽象的 な像 を結
びつつ ある ことに 「杜 の都」 の〈現在性 〉を観取 してい るので ある。
今 日、都市構造や機能に準拠点をもとめてきた社会学的研究のリアリティの不在が取 りざたされてい
る。本論文はこうした現状を見据え、かっ対極にあるとされてきた一部の都市記号論のあり様をも視野
におさめて、「場所」と 「イメージ」に関する先行研究の理論的整序 と対象に関する膨大な文献や資料の
博捜の上に立論をこころみたものである。本論文がめざしている 「場所の社会学」は斯界においても未
開拓の分野であるだけに、その定立に際しては方法論的に多 くの検討を要することはいうまでもない。
しか しそうした困難な状況のなかで、本論文はさまざまな資料を駆使 しながらそうした方法論的検討の
ための課題の析出に成功している。また本論文が、結果的に近代の都市空間が有する多義性に光をあて
ていることも評価される。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認められる。
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